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遊べるクラフト かわさきの交通の歴史と臨海部の風景

完成予想図と各シート内容を確認してください。各パーツは、1パーツごとにていねいに切り離しながら、のりしろ部分に
接着剤（ペーパーボンドなど）をつけ、図の順番どおりに、組み立てていきます。

用意するもの
カッター、カッターマット（カッターを使う時の下敷き）
はさみ、定規、針、粘着テープ
接着剤（ペーパーボンドなど）、棒状のもの（鉛筆、筆など）
同封のペーパークラフトシート（5枚）

組み立てのポイント  
“ゆっくり、落ちついて、ていねいに”
●各パーツの切り取りは、カッターでていねいに切り離してください。
●のりしろの山折り部分は、あらかじめ先の尖った物で折り目を入れ、軽く折り曲げ
ておくと貼りやすいです。
●接着剤がはみ出した時は、ヨウジなどを使ってこそげ落とすとキレイに仕上がり
ます。
●パーツを貼りつける時は、しっかりと接着するまでしばらく指で押さえましょう。
●ペーパークラフトは、天候、湿度などで伸縮による誤差が生じる場合があります。
状況に応じて全体を調整してください。
●折り目に定規を当てると真っ直ぐ折れます。

注意
★カッターや針を使う時は、じゅうぶん注意してください。
★紙や接着剤を使いますので、火の近くでの組み立てはさけてください。
★直射日光、高温、多湿の場所での保管はしないでください。

I〜Nの裏にのりしろ🅘〜🅝を貼ります。❷

ゆっくりとていねいに
曲げてのりしろ🅖、🅗
にG、Hをかぶせて貼っ
て輪にします。

❸
外から中心に向けたり中心から外に向けてくるくる
回して色々な時代の風景を楽しんでください。❹

1〜4を箱状に
組み立てます。❶ AとB、CとD、EとF

を粘着テープでつ
なぎます。

❷ 組み立てあがったら、白い４面
にまたがるように、マジックな
どであなたの考えた乗り物の
絵を描いてみましょう。

❸ キューブを動かして
色々な絵を展開して
楽しんでください。

❹
ノマキューブの組み立て方

カライドサイクルの組み立て方
山折りと谷折りを点線に沿って折ります。❶
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江戸時代の川崎宿にはじまり、京浜工業地帯や日本の工業化と
ともに発展してきたかわさき。交通の発達をふりかえってみると、
かわさきそのものと同様に、他の都市にくらべて多彩な顔をもっ
ていることに気づきます。
まずかわさきの交通のさきがけとなったのは、明治５（1872）年、
日本初の鉄道である新橋〜横浜間の官営鉄道の開通でした。明
治32（1899）年には、東日本初の電気鉄道「大師電気鉄道」が、
六郷橋〜川崎大師間に開通しますが、これは川崎大師への参詣
客の輸送が目的。同年、「京浜電気鉄道」と改称し、明治３８年
には、品川～神奈川間に全通。現在の京浜急行の前身にあたり、
東京都内と川崎エリアを結ぶ重要な通勤路にもなりました。
このほか、工業化によって急速に人口がふえ、町のにぎわいや
住まいと、 働く場所である臨海部の工業地帯とのアクセスのた
め、さまざまな交通機関が生まれました。昭和19（1944）年開

東海道の宿場町として海沿いを中心に栄えてきたかわさき。臨
海部の埋め立ての歴史は古く、江戸時代中期の新田開発にさか
のぼります。急激な人口増に悩む大都会＝江戸への食糧補給地
としての役割が期待されていました。
この埋立て地に次に注目したのは、浅野総一郎、渋沢栄一ら明
治の実業家たち。欧米の列強に並ぶ工業国をめざし、当初は、
食品などの軽工業が、後には鉄鋼、機械、船舶などの重工業
企業が押し寄せるようになりました。これと同時に、原材料や工
業製品を運ぶための港湾機能が必要になり、次第に国際貿易港
としての機能をそなえていきました。
第二次世界大戦と前後して、京浜工業地帯開発がすすめられ、
高度成長期の昭和30年代には千鳥町に公共埠頭が建設され、

川崎航路が新設されると、大田区、横浜市を含めた京浜工業地
帯のかなめとしての役割を担いました。
埋立て事業は、第二次世界大戦後にはいったん中止したことが
ありますが、現在に至るまで継続され、現在では、都市の廃棄
物を利用した埋め立てが行われています。またハイテク拠点や
倉庫などの物流サービス拠点としても注目されています。
平成2（1990）年に完成した東扇島には、25の公共係船施設
のほか、東扇島西公園、東扇島東公園、川崎マリエン（港湾振
興会館）、東京湾岸道路など、新しいかわさきの顔として親しま
れ、工場夜景など観光スポットとしても注目されています。

業した市電は、川崎駅前（さ
いか屋横）から日本鋼管前を
経由して臨海地区をつなぎ、
朝夕はたいへんなラッシュ
だったそうです（1969年に
廃止）。昭和26（1951）年に
は、東日本初の都市トロリー
バスが、駅前〜桜本間に開
業し（1967年廃止）、市内の
公共交通機関として順次路線も延伸されたほか、ボンネットバス
などもあり、市民の足として大変に充実したものでした。現在で
は、市電やトロリーバスは、その役目を終え、川崎市バスなど
に代わりましたが、バスが当時と同じルートを走っている路線も
あり、公園などに車両が展示されています。

カライドサイクル（かわさきの臨海部の風景）

ノマキューブ（かわさきの交通の歴史）

大正9年 昭和34年 昭和29年 昭和30年代
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